
各種統計資料から見た
旅行の現状

資料７
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国内宿泊旅行者数の推移（億人／泊）

出典 （一社）日本旅行業協会 数字が語る旅行業2007～2017より作成

国内宿泊旅行者数は一時期横ばいの状況が続いたが、近年では増加傾向にある。
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全国の民間宿泊施設数の推移

ホテル 旅館 簡易宿泊所

（万軒）

※ 簡易宿泊所（民宿等）は
平成22年度からのデータのみ。

出典 (公財)日本交通公社
旅行年報2010～2017より作成

旅館の数は減少傾向であるのに対し、安価でビジネス目的などでも利用できる

ホテルが全国的に微増傾向にある。また、民宿やペンションなど、小規模な

簡易宿泊所も全国的に微増傾向にある。
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）
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全国の旅館とホテルの客室数の推移

旅館室数 ホテル室数 出典 (公財)日本交通公社 旅行年報2010～2017より作成

（万室）

全国の民間宿泊施設数の推移のグラフと比較すると、旅館は施設数
と客室数の下がり方が同程度だが、ホテルは施設数に比べて客室数が
大きく上がっている。
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宿泊を伴う旅行における同行者の種別

出典 内閣府 世論調査より作成
『余暇と旅行に関する世論調査』（昭和57・61・63年、平成3・6年）
『余暇時間の活用と旅行に関する世論調査』（平成11年）
『自由時間と観光に関する世論調査』（平成15年）

仕事関係や地域・グループなどの

『団体』での旅行が減少。

近年では、個人、夫婦・カップルや家族

などの『少人数』での旅行が主流に。

『団体』であれば宿泊が必須となるが、
近年は『少人数』での旅行が主流となっ
ており、気軽に出かけやすい日帰りでの
旅行が増加している。

観光庁 平成29年度 観光白書より

家族 友人・知人 夫婦・カップル
地域・グループ 仕事関係 一人
その他

５

国内旅行における目的地までの交通手段（平成29年度）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族

夫婦・カップル

友人・知人

一人旅

自家用車 列車 飛行機 バス・貸切バス レンタカー その他
出典 (公財)日本交通公社

旅行年報2017より作成
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

長野県

山梨県

全国

平均

自然観光 温泉 スポーツ・アウトドア活動
観光・文化的名所巡り 食事・ショッピング イベント観戦・観賞
帰省・知人訪問 都市観光 目当ての施設に宿泊
地域文化に触れる その他

旅行先別の目的（平成28年度）(全国平均・山梨県・長野県)

出典 (公財)日本交通公社 旅行年報2017より作成

全国平均と比べると、長野県と山梨県では自然観光、

スポーツ・アウトドア活動を目的とする人の割合が多い。 ７

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

長野県

山梨県

北海道 北東北 … 青森、岩手、秋田

南東北 … 宮城、山形、福島 北関東 … 茨城、群馬、栃木

南関東 … 埼玉・千葉・東京・神奈川 甲信越 … 新潟、山梨、長野

北陸 … 富山、石川、福井 東海 … 岐阜、静岡、愛知、三重

近畿 … 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 中国 … 鳥取、島根、岡山、広島、山口

四国 … 徳島、香川、愛媛、高知 九州・沖縄 … 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄

旅行先別の旅行者居住地（平成28年度）(山梨県・長野県)

出典 (公財)日本交通公社 旅行年報2017より作成
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長野県

山梨県

全国平均

旅行先別の利用した宿泊施設（平成29年度）(全国・山梨県・長野県)

出典 (公財)日本交通公社 旅行年報2017より作成

全国平均と比べると、長野県も山梨県もホテルの利用が少なく、『民宿・ペンション』
『別荘・リゾートマンション』『キャンプ・オートキャンプ』の利用が多い傾向にある。

ホテル
実家・知人宅
公共の宿
キャンプ・オートキャンプ

旅館
民宿・ペンション
別荘・リゾートマンション・会員制宿泊施設
その他
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宿泊(観光客) 日帰り(観光客) 宿泊(消費額) 日帰り(消費額)

（万人）

長
野
オ
リ
パ
ラ
開
催

（
平
成
10
年
）

長
野
新
幹
線
開
通

（
平
成
9
年
）

諏
訪
大
社
御
柱
祭

（
平
成
28
年
）

中
央
道
全
線
開
通

（
昭
和
57
年
）

長
野
自
動
車
道

豊
科
Ｉ
Ｃ
供
用
開
始

（
昭
和
63
年
）

（億円）

中央道全線開通や長野自動車道豊科ICの供用開始によって観光客が増加、平成2年度には1億人を突破する。

その後、バブルの崩壊によって旅行者数が減少傾向に。長野オリンピックパラリンピック開催に伴って、
長野新幹線が開通し、移動時間の短縮化によって、泊まらなくても観光が出来るようになる。

宿
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日
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り
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光
客
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及
び
日
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り
消
費
額
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帳

（
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成
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御
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（
平
成
4
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）

善
光
寺
御
開
帳

（
平
成
27
年
）

東
日
本
大
震
災
（
平
成
23
年
）

出典 長野県 観光地利用者統計
調査結果(平成29年)より作成

長野県における観光地
利用者数と観光消費額の推移
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長野県におけるスキー場利用者数の推移

スキー場利用者

（万人）

出典 長野県 スキー・スケート場の利用者統計調査より作成

昭和47年の札幌オリンピックからスキー人口が増加。
その後、昭和62年には「私をスキーに連れてって」が
ヒットし、スキー人口が爆発的に増加。

・上越新幹線が整備（昭和57年）

・バス乗車券とスキー場のセット
販売（昭和61年）

・週休2日制の普及

長野県で平成2年に

スキー場利用客数が2,000万人を超える。

1990年代の暖冬気味による雪不足や、バブルの崩壊に

よる不況もあり、全国的にスキー人口が減少し、

長野県でもスキー人口が減少傾向に。

（公財）日本生産性本部 レジャー白書より
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鉄道

28.4%

バス

4.6%

自動車

66.9%

航空

0.1%平成7年度

鉄道 バス 自動車 航空

鉄道

44.0%

バス

5.4%

自動車

50.6%

航空

0.0%平成12年度

首都圏～長野間の移動手段の割合

出典 （独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構
「北陸新幹線(高崎・長野間)事業に関する事後評価対応方針」(平成20年3月)より作成
全国幹線旅客純流動調査

長野新幹線の開通により、首都圏から長野まで移動の際には、

新幹線などの鉄道利用割合が増加しており、自動車の利用割合が減少している。
１２



30.0%

11.8%
10.1%

8.5%

5.8%

5.6%

5.3%

4.7%

3.6%

3.5%

3.1%

2.6%
5.3% 国内旅行にあたって鉄道を選んだ理由（長野新幹線）

時間が短い 日帰りが可能

車に比べて疲れない 時間が正確

車両が快適 観光地・旅行先が駅に近く便利

乗換えが無い 列車の時刻がちょうど良い

東京駅始発で便利だから 運行本数が多い

事故の心配が無い 一度乗りたかったから

その他

出典 （一財）運輸政策研究機構
車内アンケート調査（平成10年度）より作成

移動にかかる時間や移動に際しての労力について５割以上を占める。

交通渋滞などもなく、時間が短縮化されることによって

日帰りが可能となるため、宿泊旅行が減少傾向に。 １３
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(新幹線)

料金 開業前

(鉄道)

料金 高速バス 料金

移動にかかる所要時間 移動にかかる費用

約3時間40分

2時間56分

1時間23分

7,970円

6,710円

4,000円

各交通手段での移動にかかる所要時間と経費（首都圏から長野まで） （円）（分）

出典 （独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構 「北陸新幹線(高崎・長野間)事業に関する事後評価対応方針」(平成20年3月)より作成
高速バス(2007.10)は池袋・新宿から長野の所要時間と料金
鉄道(1997.4)と新幹線(2007.10)はJR時刻表の上下最速の所要時間と運賃・料金
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宿泊客数は減少傾向、日帰り客数は増加傾向にある。

また、観光消費額も近年は増加傾向である。
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八千穂高原における観光客数と観光消費額の推移

宿泊客 日帰り客 観光消費額

（万人） （億円）

（
宿
泊
客
及
び
日
帰
り
客
）

（
観

光

消

費

額
）

宿泊しない分、お土産の購入などで、
八千穂高原での消費額が増加している。

出典 長野県 観光地利用者統計調査結果(平成15年～平成28年)より作成

１５

東日本大震災の影響で落ち込みはあったが、

富士山の世界遺産登録などの影響で増加傾向に。

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

山梨県の観光客数と観光消費額の推移

宿泊観光客 日帰り観光客 観光消費額

（万人）
富
士
山

世
界
遺
産

登
録

東
日
本

大
震
災

（億円）

出典 山梨県 観光入込客統計調査報告書（平成22年～平成29年）より作成
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１人で

7.2%

家族

62.5%

友人

23.0%

職場・学校の人

5.0%

その他

2.4%

山梨県観光における同行者タイプ（平成29年度）

１人で

家族

友人

職場・学校の人

その他

１人

7.3%

２～３人

57.3%

４～５人

21.8%

６～１０人

8.0%

１１人以上

5.6%

山梨県観光における同行者人数

（平成29年度）

１人

２～３人

４～５人

６～１０人

１１人以上

同行者人数から見ると、２～３人が６割を占めている。

また、同行者タイプで見ると、家族や友人などが８割を占めており、

全国のニーズと同等に少人数での旅行が多い。

出典 山梨県 観光入込客統計調査報告書（平成29年）より作成
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自家用車等

69.0%タクシー・ハイヤー

1.1%

レンタカー

1.5%

新幹線

2.1%

鉄道

8.3%

バス

11.9%

その他

6.1%
山梨県観光で

利用する交通機関

（平成29年度)

自家用車等 タクシー・ハイヤー レンタカー
新幹線 鉄道 バス
その他

山梨県に訪れる人の約７割が自家用車を利用。

中央高速道路などの影響で、自動車利用が多い。

出典 山梨県 観光入込客統計調査報告書（平成29年）より作成

１８



0 500 1,000 1,500 2,000

富士・東部

峡中

峡東

峡南

峡北

Ｈ28 Ｈ24

山梨県５圏域における観光客数の推移
（富士山世界遺産登録前との比較）

（万人）

出典 山梨県 観光入込客統計調査報告書（平成24年、平成29年）より作成
参照 平成29年 山梨県観光入込客統計調査報告書より

図 山梨県を５つの圏域に分類

主に富士山のある地域で観光客数が増加、それ以外も微増。

八ケ岳

富士山

（万人）
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八ケ岳高原周辺

八ケ岳高原周辺における
観光客数の推移

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

山梨県における観光客の割合と

北社市の観光客数の推移

富士吉田市 富士河口湖町
北社市 甲府市
その他 北社市(観光客数)

（％） （万人）

出典 山梨県 観光入込客統計調査報告書（平成24年～平成29年）より作成

観光客数で見ると八ケ岳府中山荘がある北社市は増加傾向にあり。

八ケ岳高原周辺では観光客数は横ばい傾向。
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